
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～今月の俳句～ 

～今月の歌～ 

 

♪ピクニック 

♪バスに乗って 

～今月のねらい～ 

 

・園生活の流れや仕方が分かり、自分のことは自分でしてみようとする。 

・好きな遊びを十分に楽しみ、保育士や友達に親しみをもって関わる。 
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葡萄組だより

東神の倉清凉保育園 

 さわやかな風や暖かい日差しを感じられるようになり、外遊びや散歩が楽し

い季節になりました。 

 先月は、チューリップや鯉のぼり等の季節の制作や戸外での活動を楽しみま

した。鯉のぼり制作では、大きな画用紙に白色クレパスで思い思いに鱗の模様

を描きました。最後に赤色や青色の絵の具で色付けると、「えっ！なんで！」

「模様が出てきた！」と浮かび上がる模様に驚いていた子ども達。保育士や友

達と話しながらはじき絵を楽しむ姿が見られました。園庭では、虫探しや集団

遊びに夢中になる子ども達の様子がありました。プランターの下や畑の周り等

をじっくり探してダンゴムシを発見すると、「いた～！！」と友達と喜び合って

いました。発見したダンゴムシを飼育ケースの中に入れて、落ち葉の下をくぐ

ったり土に潜る様子をじっくり観察をしていました。集団遊びでは、ヘビじゃ

んけんやむっくりくまさん・鬼ごっこ等を楽しみました。異年齢の友達と話し

合ったり、声を掛け合いながら元気いっぱい身体を動かしていました。 

 気温差や体調面に配慮して衣服の調節やこまめに水分補給を行っていき、今

月も楽しく過ごしていきたいと思います。 

※水筒のお茶を完飲した場合、園のお茶をコップに入れて提供します。 



 

＜今月の歌＞ 

・おかあさん 

・ピクニック 

東神の倉清凉保育園 

青空の下のびのびと泳ぐ鯉のぼりのように、外を元気に走り回っている子ども

たち。気温が高くなってきて汗をかいてくると、自分から水分補給をしにいく子

どもたちの姿が見られました。汗がひき、気温が下がると体調を崩してしまうこ

ともあるので、ハンカチで拭きとりながら、空調も適切に使用していきたいと思

います。 

 新年度がスタートして一か月、子どもたちは好きな遊びを自分で見つけられる

ようになり、毎日楽しそうに過ごしています。会話を楽しみながら母の日制作や

こいのぼりの制作を行い「ママとパパに早く見せたい」と持ち帰れる日を楽しみ

にしていました。どんな風に作ったのかお子さんにも聞いてみてください。 

 来月は親子遠足があります。リニューアルした農業センターでわくわくした時

間を提供できるよう準備していきますね！ 

 

 
今月のねらい 

・気候にあった服装に調節してもらい快適に過ごす。 

・保育者や友達と関わって遊ぼうとする。 
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水分補給をしっかり 

行っていきます。 

水筒の中身が 

空になった場合は 

コップで園のお茶を 

飲みます。 



 

林檎組だより 
 

東神の倉清凉保育園 

今月の歌 

♪ピクニック 

♪すうじの歌 

・友達や保育士と遊びや活動を通して、気持ちを伝え合う中で仲間意識を深めて

いく。 

・様々な草花や昆虫について調べたり、新たな意見や興味を深める。 

今月のねらい 

 新年度がスタートし、早くも一か月が過ぎました。過ごしやすい季節となり、

園庭遊びでも思い切り体を動かして遊んでいます！ 

 先月は季節の制作にも沢山取り組み、改めてハサミや糊等の使い方を一緒に確

認すると、自信満々に「こうするんだよ！」と教えてくれました。 

 また、神の倉清凉保育園の園庭にお花見にも行き、同じ五歳児クラスのもみじ

組さんと一緒に遊びました。初めは少し緊張した様にも感じられましたが「葡萄

さんの時にも遊んだよ！」と思い出して、そこからは集団ゲームや園庭遊びでも

沢山関わって遊ぶ事が出来ていました。帰り道でも「楽しかった～」「また遊び

にいけるかな？」と、とても楽しめた様です。 

 今月も季節の制作で色々な工程や技法に取り組んでみたり、暖かくなってきた

ので感触遊びで様々な素材に触れてみたりと、水分補給や衣服の調節などに気を

付けて、元気に過ごしていきたいと思います！ 

 

☆水筒のお茶が無くなりましたら、コップにお茶を入れ水分補給を行います。 
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